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白血病治療目的で、男性から骨髄移植を受けた
女性の小脳の神経細胞（プルキンエ細胞）内に
男性のY 染色体が存在することが報告された

（Weimann et al. PNAS 2000）。しかし、血
球系細胞がプルキンエ細胞と融合することの生
理学的意義は現在にいたるまで明らかになって
いない。

間葉系幹細胞髄注による脊髄小脳失調症
マウスの運動失調の改善
マウス骨髄由来間葉系幹細胞3000個を脊
髄小脳失調症1型(SCA1)マウスに髄注する
ことで、進行性の運動失調を顕著に抑制する
ことに成功した。また小脳の神経細胞（プル
キンエ細胞）の変性を抑制することが可能で
あった。

間葉系幹細胞がSCA1マウスのプルキン
エ細胞に融合することを確認
間葉系幹細胞とプルキンエ細胞が融合するこ
とを、Cre-loxPシステムとテトラサイクリン誘導
システムを組み合わせて、明確に示した。

本研究では、プルキンエ細胞と融合する血球系
細胞の種類を同定し、その細胞が障害を受けた
プルキンエ細胞と融合することで、プルキンエ細
胞の機能的及び形態的障害が回復するのかを
検証する。さらに融合頻度を上昇させる方法を解
明し、小脳疾患、とくに脊髄小脳変性症の新し
い治療法としての応用を目指す。
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間葉系幹細胞の髄注、または細胞成分を静
脈注射/経口投与することで、脊髄小脳失
調症だけでなく、アルツハイマー病やパーキン
ソン病などの神経変性疾患を治療したり、発

症を予防したりできる可能性がある。超高齢
化社会となる日本はもちろんのこと、世界的に
も重要な課題解決に貢献することが期待され
る。
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SCA1マウスのロータロッド（運動試験）の成績。生後5週のSCA1
マウスに間葉系幹細胞を髄注することで、進行性の運動失調を抑制
できた。生後20週の時点で、正常のマウス（野生型）と同程度の
ロータロッド成績を維持していることがわかる。

小脳プルキンエ細胞の樹状突起。間葉系幹細胞の髄注に
より、樹状突起の退縮が顕著に抑制できた。

プルキンエ細胞樹状突起上の棘突起。SCA1マウスに見られる
棘突起の消失が、間葉系幹細胞の髄注で顕著に抑制できた。


